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   さいとう直子　活動の足跡です！

2/４（水）　戸田公園駅立ち・臨時議会
2/５（木）　戸田駅立ち・臨時議会
2/６（金）　臨時議会
　　　　　　エコとだネットワーク
2/７（土）　男女平等を考える集い
2/12（木）　議案説明会
　　　　　　「地域の学校」イベント反省会
2/13（金）　競艇組合議会
2/15（日）　市民生活展・中国映画祭
　　　　　　OTODA
2/18（水）　議員研修会
　　　　　　エコとだネットワーク
2/20（金）　団会議
2/21（土）　地域福祉計画会議
　　　　　　上戸田地区コミュニティフォーラム
2/22（日）　エコとだねっと
　　　　　　下戸田公民館まつり
　　　　　　OTODA
2/23（月）　本会議　開会
2/24（火）　本会議
2/27（金）　一般質問通告
3/２（火）　本会議　
3/３（水）　本会議
3/４（木）　本会議　一般質問
　　　　　　エコとだネットワーク
3/５（金）　本会議　一般質問
3/６（土）　新曽公民館まつり
　　　　　　　　地域福祉計画会議
3/７（日）　ごみゼロ参加
　　　　　　　　地域福祉計画会議
3/８（月）　本会議　一般質問（登壇）
3/９ -11（火ー木）　市民生活常任委員会
3/13（土）　中央公民館まつり
3/14（日）　OTODA
3/15（月）　交通環境対策特別委員会
3/16（火）　戸田中学卒業式
3/19（金）　博物館協議会
3/20（土）　地域福祉計画会議
3/23（火）　本会議　閉会
3/24（水）　戸田南小学校卒業式
3/25（木）　埼玉県議会傍聴
3/26（金）　さくら草保育園落成式
3/27（土）　華かいどう21モニュメント除幕式
　　　　　　地域福祉計画イベント
　　　　　　植木市
3/28（日）　ワセダクラブ開講
　　　　　　OTODA
3/30（火）　「葉っぱのフレディ」in文化会館
4/２（金）　OTODAリハーサル
4/３（土）　スプリングオールライブOTODA
4/４（日）　OTODA
4/８（木）　戸田南小学校・戸田中学校入学式
4/15（木）　戸田公園駅立ち
　　　　　　県南都市問題協議会　
　　　　　　互助会会議
4/16（金）　戸田駅立ち　
4/18（日）　OTODA
4/19（月）　戸田公園駅立ち　
4/20（火）　戸田公園駅立ち　団会議
4/21（水）　戸田公園駅立ち　
4/26（月）　県南都市問題協議会総会
4/29（木・祝）　花の里親受取日
4/30（金）　団会議
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キラリと光るまち 戸田市がどんどん好きになっています。

★平成16年戸田市定例会３月議会での一般質問

　９月11日～14日に戸田市で開催される彩の国まごころ国体
について質問し、市民ボランティアネットワークの確立と国体
成功に向けての後押しを要望しました。(２・３頁をご覧下さい)

★報告第13弾！　市議としての体験報告です。
　市議になって様々な現場に出かける機会をいただき、多く
の方と出会い、色々な経験をさせていただいています。まだ
まだ教えていただきたいことでいっぱいですが、少しでも私
を通して議員活動を知っていただければと報告しています。
　皆さんからの貴重な意見を頂戴しますと、やる気倍増！
　これからもあちこち走り回りますので、見かけたときは気
軽にお声をおかけ下さいね。　　　　　（４頁をご覧下さい）

★NEWS★　全国初の戸田市発信情報２つに注目!!

「さいとう直子の市政リポート」は、パソコンとインクジェットプリンターで自作しています（再生紙100％使用）。

　戸田市では全国に先駆け、これまでの金融機関・郵便局に加えて全国約４万店のコン
ビニで市税等の支払いを時間や曜日を気にすることなくできるようになりました。

★コンビニで支払うことのできる税目：
　固定資産税・都市計画税、軽自動車税、市民税・県民税（普通徴収）
　国民 健康保険税  も ７月より可能となります！

　「郷土博物館」と「彩湖自然学習センター」の運
営に関する内容の会議で、今回興味を持ったのは、
「彩湖の野草」というコンパクトにまとまった使い
やすい自然観察ハンドブック！できたてホヤホヤ
で、5000部刷り、主に自然学習センターの見学者
を中心に配布との説明でした。手に取って中を見て
驚いたのは、自然観察指導員の比留間直道氏が8年
かけて調査し、なんと彩湖周辺で約400種もの野
草が存在しているとわかったことです。これは市民
にとっての宝物。ぜひ知らせたいし、知ってもらい
たいと増刷の希望をし、今後も広く市内外の人々に
手にしてもらうためにも有料化が必要ではとお願い
したところ、委員の皆さん
同意見で、今現在200円で
発行され希望者は誰でも手
に入れることができます。
すでに絶滅が心配される希
少植物が11種あるとのこ
と、一緒にこの財産を守っ
ていきましょう。

　真っ白いモニュメントを引き立てるような青空
のもと、市長をはじめ地元のこども達も参加し除
幕式が開催されました。当日は南小学校側の環境
空間の花植えも行われ、色とりどりに飾られ完成
した姿に、参加したこど
も達の笑顔一杯の満足げ
な様子が印象的でした。
これからの維持管理が重
要！水やり、年３回程の
植え変え、ゴミ拾い等、
ぜひぜひご協力よろしく
お願いします。

　平成16年第１回臨時議会では議会人事改選が行
われ、私は以下の所属となりました。なお、常任
委員会の名称が【総務・文教建設・市民生活・健
康福祉】と変更され審議内容が少し変わりました。

●「市民生活常任委員会」副委員長

　市民生活部（市民課・環境クリーン課・経済振
興課・生活安全課・税務課・収納課・美笹支所・
文化会館）と水道部に関わる議論をします

●「交通環境特別委員会」

　コミュニティーバスや新幹線・埼京線・JRの環
境空間・バス路線に関する調査をします。

●その他として「競艇組合議会」「消防委員会」
「博物館協議会」「友好都市交流協会」「県南都
市問題協議会」にも所属しています。

　全国初！　コンビニ納税　5月よりスタート

　戸田の小中学校で風疹が流行り、戸田市は風疹の定期予防接種期限を過ぎた７歳７カ
月 ～30歳までの市民を対象に、風疹定期外接種補助事業を７月１日から実施すること
になりました。市民の自己負担は2000円で、残りは抗体検査の費用も含めて市が負担
します（通常、自由接種の風疹予防接種は約8000円）。妊娠中の女性が風疹にかかる
と胎児に障害を残す危険性もあるので要注意です！

　全国初！　風疹（ふうしん）予防接種を７月１日から実施
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　昨年開催の静岡県はかなり簡素化が進んだのに、次の開
催地である戸田市は３千万円ほど多く、その理由を伺った
ところ、リハーサルの予算が今年度に含まれていることが
大きな理由のようで、過去何年間かと比較して、大体70％
ほどの経費で済むよう考えているそうです。

主な予算内容は、戸田市のイメージアップ業務！

インターネットで競技中の映像を配信　

　選手等の関係者が、郷里からでも競技を見ることができ
る。気に入った映像をプリントアウトして、記念写真とし
て保存できる。
　
携帯電話で競技結果や翌日の組み合わせの

情報を即座に情報提供
　
　携帯サイト利用により、従来のＦＡＸによる宿舎別・ク
ルー別に宿舎側と確認作業を職員による手作業が省かれる
と同時に運営経費・職員の超過勤務削減につながる。

　１月に新聞報道で、蕨戸田歯科医師会が、国体開催期間
中、「ボート選手の“歯”夜間も治療します」とあり、今ま
でとはどう違うのか聞いたところ、先催県では、一般治療
以外の土・日・祝日・夜間診療にかかわる費用負担は市町
村の実行委員会が支出のところ、全国から参加される選手
に対し最高のコンディションで競技に挑むことができるよ
う、土・日・祝日・夜間診療についてはボランティア活動
の一環として診療することが蕨戸田歯科医師会の理事会で
承認され実現したそうです。

　開催に向けての今後の目標は

　　簡素で効率的な運営

　　心のこもった運営

　　だれでもが安心して参加できる運営

　　環境に優しい運営　の４つ！

　市職員と市民ボランティアで構成する戸田市実施本部を
設置し、目標達成に向けて準備を進め、ボート競技を市民
のスポーツとして普及させ、健康増進と体力の向上を図ろ
うとしています。

　今後のスケジュールは、戸田レガッタ（５月３日から５
日開催）でライブ中継のリハーサル及び説明会等を実施。
トロフィー返還式、表彰式典、炬火リレー等のリハーサル
を予定。市民参加のリハーサルは、ボランティア募集後、
実施本部として委嘱した後に、８月ごろを予定。

　ボランティアで国体に参加したいと思った場合は、どの
ような方法があるのかについては、４月１日号「広報戸田
市」で、市内在住・在勤の方を募集し、さらに、国体リー
フレットにボランティア募集を掲載するとのこと。

　独立した市町村の国体ホーム
ページが開催される40市町村中
33市町村であることを踏まえ、
戸田市では開設する予定がある
のか尋ねると、経費面から単独
のホームページ制作は見送る一
方、インターネットで競技中の
映像を配信するシステムを構築
中で、それを戸田市のホーム

ページからリンクして国体のホームページを配信する予
定とのこと。単独ページを作らないのなら、市のトップ
のページに、コバトンのイラストを載せると国体がある
というPRになるのではと要望しました。

　また、国体閉会後に望むこと・つなげていきたいこと
の構想では、現在も実施しているボート教室を市民のス
ポーツとして位置づけ、たとえば町会対抗レガッタのよ
うなものを開催できるようにすることや、国体開催では
多くの市民ボランティアに御協力いただき準備を進める
ことから、ボランティアの人材バンク制度等の整備を行
い、各種行事等に活躍していただける体制を整え、関係
者及び関係機関等からの情報収集を行い、スポーツ振興
に反映できるようにしたいそうです。

　ボートが身近になるよう、まず市民に、国体が開催さ
れるということを、知ってもらいたい。そのためにも、
商店会の方たちなどに、国体応援セール開催とか、応援
商品とか、国体ランチとか、そういうものを取り入れて
もらうと、市民の方も楽しみにしながら待てるかなと思
いますし、戸田公園駅から会場までの間でワゴンサービ
スやイベントなどを企画・募集し、商工祭や花火大会の
ように盛り上がるよう「彩の国まごころ国体売店設置要
綱」のもと可能な限り国体に民間活力を生かすようバッ
クアップしてほしいと思います。

　また、喜沢中学美術部の生徒さんによるイラストタウ
ンマップのような、戸田公園駅周辺マップを作成して、
周辺の商店街の案内図、歯医者さんや病院、公共機関な
ど、様々な情報を盛り込んで、駅等の総合案内所に置い
て配れば、訪れた人々に便利ですし、国体が終わった後
でも、そのマップは市民に生きると提案しました。

　なお、国体終了後も引き続
き総合型地域スポーツクラブ
が戸田市に息づいてほしいと
の思いから、戸田市に開校し
たＮＰＯ法人・地域密着型ス
ポーツクラブ「ワセダクラブ」
のボートスクールを見学し、
現場の話を監督等に伺いました。

☆ 子供たちにとって一番楽し　いことは何かを考える
☆ 競技力とともに、社会性とか人間性の向上を目指す。
☆ 大学の持つ施設、人材を人々に開放して、日本の
　スポーツ環境を変えていく

というのが、ワセダクラブの目的で、
合宿所を建てかえるときに、日ごろから地域の方々
とのおつき合いがいかに大切かというのを学んだこ
とから、スポーツによる地域コミュニティーを確立
して、健康づくり、生きがいづくり、まちづくり、
そして人づくりの実現を目指したいとおっしゃって
いました。この取り組みがまた、早稲田だけじゃな
くて、ほかの大学にもまたつながっていくことも望
んでいるとのことでした。

　オーストラリアのある
スポーツクラブの漕艇場
では、早朝にどこからと
もなく学生や社会人が
やってきて２時間ぐらい
朝練をこなした後に学校
や会社へと向かい、ちょ
うど入れ替わりに年配の方々が徐々に集まってきて
年期の入った優雅な練習が行われ、午後２時過ぎに
新たに子どもたちが加わると先ほどまでボートを漕
いでいた年配の方々による指導が始まり、その後夕
方になると早朝練習をしていた学生や社会人の方が
戻ってきて再び練習するそうです。子どもたちに
とっては技術指導やルールはもとより、しつけやマ
ナー等を自然に学ぶ環境になっているとのこと。ク
ラブにはいつも自然に誰かしらいて、また、みんな
が出し合う会費で運営もできているそうです。

　その話を聞いて、個々の家庭、それから学校や地
域社会においても、スポーツを大切にするという風
土や文化をつくり上げていくことが重要なのかなと
感じました。

　施政方針の中でも、戸田市スポーツ振興審議会を
設置し、スポーツ振興計画の策定及び総合型地域ス
ポーツクラブのあり方について研究を進めることで
すし、また、ボートのまち戸田を知ってもらうため
にも、地域コミュニティーと新しいスポーツ文化の
確立を目指している、そのワセダクラブ等と連携が
とれると、スポーツを通して、住民が一つの目標に
向かい、努力し、達成感を味わうことから、地域を
誇りに感じ、愛着を感じるといった、一体感が生ま
れるのではと期待しています。

　まずは、市民が国体開催を意識
し、戸田には、日本一のボート
コースがあるということを知って
もらうことが重要。そして、ボー
ト競技というスポーツが人と人を
結ぶきっかけになって、戸田公園
に人が集り、また笑顔の絶えない
空間となるよう期待し、今回の国
体の参加選手の皆さんが普段の実
力を出し切れるよう、まごころ国体の成功に向けた
執行部の後押をお願いしました。

　これは、小学生も含む市民ボランティアが、戸田市ゆか
りの植物「トダスゲ」で染めたひもを編み込み、トダスゲ
を原料とした和紙に、中学生の手書き応援メッセージが添
えられる記念品です。大勢の人の手を借り、真心が込めら
れ、国体の輪が広がりつつあることを実感しました。

　平成14年の３月議会では、国体を契機に市民一人一人の
力を終結すれば、今までにないボランティア組織をつくる
チャンスになるのでは、また、総合型地域スポーツクラブ
の母体になっていくのではという思いで一般質問しました。

詳しくは、市政リポートVol.５を御覧下さい

　その後の進捗状況を尋ねますと、少年の部の選手・監督
宿舎は、スポーツ科学センター合宿所、東京海上合宿所、
競艇選手宿舎、日本下水道事業団研修所、県立南稜高校合
宿所を利用し、戸田のよい思い出となるよう準備を進めて
いることや、大会期間中の会場及び関係施設を花で飾るた
め、「エコ・とだ・ネットワーク」とともに約600個のプラ
ンター一つ一つに「花の里親」
を３月に募集・４月に苗・堆
肥・土を配布する準備を進めて
いるとの回答でした。その後、
花の里親に関しては、予想以上
の応募に配布したプランターは
750個となり、９月5日の回収
日まで市民の手で育てられることになりました。

施設整備費

運営費

ボート競技

　埼玉県は、日本一簡素で、心のこもった国体を提唱。既
存施設を活用し、開催後も地域に有効利用できるものに
限って整備し、式典や競技運営も、華美やむだを廃した簡
素で効率的な大会を目指と発表しました。

　　　　　　　　過去の大会での費用比較

宮城国体(H13)
約1200億円

一般に80～90
億必要とされた

１億2406万円

高知国体(H14)
約580億円

約72億円

１億4028万円

静岡国体(H15)
既存施設利用
約550億円
(エコパスタジ
アム含850億)
約68億円（内
７億円は民間の
寄付・協賛金）
6141万円

戸田市の予算・・・約9415万円

　国体選手等に参加記念品として渡す

手づくり携帯ストラップ、目標の1300本達成！


